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1
日
的

神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
唱
の
下
∵
県
民
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
県
警
察
で
は
交
通
指
導
取
締
り
や
街
角
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
街

頭
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
広
報

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

2
期
間

令
和
6
年
7
月
1

1
日
（
木
）
か
ら
7
月
2

0
日
（
土
）
ま
で
の
1

0
日
間

3
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ぎ
り
ぎ
り
の
車
間
と
時
間
が
事
故
を
呼
ぶ
」

4
運
動
の
重
点

の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
の
妨
害
運
転
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

の
こ
ど
も
や
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

軍 備 韓 生 請 況
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に　 か　 鵜　 な 思　　　　　　　　　　 つ　 －　 し　 手　　 金　 相 ト

相　 調　 呑　 い　 わ　 好 た　 た　 ま　 か　 現　 銭　 手　 上　 ロ
淡　 べ　 み　 た　 れ　 意　　　 討悶 ら　 い　 し　 ら　 実　 等　 に　 の　 マ

す た に め る の i翁
… り 芋 窪 曹 雪　 塞怒

陛 賎
薫 被

る

、 」 よ 、 に を 恋 交 ン
鴬 色 と ∃ 宣 誓 悉 聾 桑

と　 信 、 、 し　 相　 ；漂 が　 と　　 ‘も　 取　 倍　 イ　 欺

が　 頼　 そ　 柏　 れ　 手　　　 で耽 ミ　　 必　 お　 生　 の　 会　 る　 や ト　 と
大　 で　 の　 手　 ま　 を　　 ニ ー　　　 要　 金　　 だ　 っ　 詐　 親　 な　 は
切　 き　 情　 の　 せ　 疑　　 一㌔　　 で　 に　 を　 め　 た　 欺　 近　 ど 、
で　 る　 報　 言　 ん　 い　　　　　 ノ す ／関　　 に　 こ　 の　 感　 で　 イ
す　 友　 が　 つ　 が　 た　　　 ノ　　　 o　す　 功　 一　 と　 こ　 を　 知　 ン
〇　人　 正　 た　 、 く　　　　　　　　　 る　 し　　 が　 と　 抱　 り　 タ

や　 し　 こ 頴　 な　　　　　　　　　 話　 て　 に　 な　 で　 か　 合 l

震おき謹 軸魅 専 ‘鵡　 洋 や語
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盤 説 経 謙 韓 ●！
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夏
は
、
登
山
や
ハ

イ
キ
ン
グ
、
海
水
浴

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
山
や
海
、
河
川
で

様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
機
会
が
増
え

る
季
節
で
す
。

自
然
に
触
れ
る
レ

ジ
ャ
ー
は
、
楽
し
み

が
多
い
反
面
、
自
然

な
ら
で
は
の
危
険
も

あ
り
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
中
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
自

然
の
危
険
性
を
認
識
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立
て

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
を
老
‥
重
野

に
寺
で
吉
事
七
重
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